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研究成果の概要（和文）：現生人類の東南アジアおよびオセアニアへの拡散移住の過程を、先史人骨の形態、現代と古
代人の遺伝子解析、考古学データから解明を試みた。その結果、東南アジアでは新石器時代を境として、人類集団の系
譜が大きく変化していることがわかり、この地域での現生人類の二層構造が明確となった。ネグリトやパプア集団は古
くに分岐した古層集団であり、新石器以降の農耕民は北東アジア由来の拡散集団であること、またアジアからオセアニ
アへの移住も複数にわたって異なった地域からの移住があったことが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：Our interdisciplinary study　challenged issue of the origin, dispersal, and 
divergence of anatomically modern human in Southeast Asia and Oceania. The skeletal data demonstrated the 
significant genetic discontinuity between the pre- and post- agricultural populations, theologically 
linked with pre-modern dispersal of language families concurrent with mass population movements during 
the Neolithic period. Further, the skeletal data demonstrated that the majority of those agricultural 
people share a suite of features with Northeast Asians one hand, pre-existing indigenous hunter-gatherers 
were akin to Australian Aborigines and Papuans other hand. The 　genetic data infers Negrito people 
originated from the earlier indigenous, with extremely deep historical roots. Archeological records 
suggests Oceania islanders had multiple cultural contacts, attributed to multi-directional movements from 
Southeast Asia and Melanesia.

研究分野： 形態人類学
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１．研究開始当初の背景 
東南アジアは,ユーラシア大陸東縁において最も

早く新人が適応放散を遂げた地であるばかりでなく
、オーストラリアをはじめとするオセアニア地域への
回廊でもある。東南アジア・オセアニアの人類史を
めぐっては、「二層構造モデル」と「地域進化モデル
」なる二大仮説をめぐって大論争となっている。前
者は、新石器時代にオーストロアジア諸語やオース
トロネシア諸語を話す農耕集団が、中国大陸もしく
は台湾から東南アジア・オセアニア全域に拡散し、
最初に出アフリカした系統の先住集団と大規模に
混血または置換したとする重層的移住構造による
集団形成モデルであり、後者は、大規模集団移住
と混血を否定し、地域連続性を主張している。 
 
２．研究の目的 

本研究では、人骨形態、現代人ゲノムワイド遺伝
子多型、古代ミトコンドリアDNA、先史文化の遺物と
年代データを解析し、現在と古代の情報を相互に
補うことによって、東南アジア・オセアニア地域にお
ける古代の人類の拡散ルートとその規模を解明し、
二大仮説の検証とともに、この地域の人々の由来を
明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

東南アジア・オセアニアにおける人類集団の拡
散史の解明には、異分野間の有機的な関連づけが
必要であり、研究者ごとの支持する仮説や意見の
相違は、その欠如にあると考えられる。そのため本
研究では、問題解決へのより発展的なアプローチと
して、形質人類学、遺伝学、考古学の相関関係に
よって仮説を検証する。 
 
４．研究成果 

松村の形態研究では、農耕拡散以前の東南ア
ジア人はどの遺跡の集団も例外なくベッダ・アンダ
マン・メラネシア・オーストラリア先住民と同様にユ
ーラシア南回りで移住してきた新人の系譜であるこ
とが示唆され、北東アジア人の系譜に属する新石
器時代以降の農耕集団とは大きく異なることが明
確となった。ベトナムの６、７千年前の Con Co Ngua
遺跡や Bau Du 遺跡はその代表であることが示され
た。またスマトラの Gua Harimau 遺跡は、同一遺跡
内の先史の時間軸のなかで、系譜の異にする居住
集団の二層構造が明瞭であり、台湾由来のオース
トロネシア語族による居住集団の置換を明瞭に示
す重要遺跡として位置づけられた。斎藤と徳永は３
地域のネグリトのゲノム規模の SNP 解析をおこない、
系統ネットワーク分析から、いずれも他のアジア人
から相当に古くに分岐し、多少の共通性を残しな
がら独自分化をとげたことが示唆された。またアイ
ヌも含めた分析から東南アジア同様に日本列島に
至るまでヒトの二層構造が存在することをゲノム解
析から検証しそのことが証明された。古人骨
mtDNA を担当する篠田は、沖縄県石垣島の白保
竿根田原洞穴の旧石器人のゲノム抽出に成功し、
東南アジア由来のハプロタイプをみいだした。ベト
ナムの Con Co Ngua 遺跡人骨の解析を試みたが
残念ながら不成功におわった。また上記 Gua 
Harimau 遺跡人骨については抽出に成功し台湾
オーストロネシア語族との共通性を検出し形態学
の所見を裏付けた。山形はベトナム中部の Hoa 
Diem 遺跡の形質人類学的分析と考古遺物の分
析を比較対照しながら、紀元前後の数世紀ま
でに島嶼的な特徴を持つ集団が当該地域に移

住していたこと、彼らがフィリピンと同型
式の土器を持っていたことを明らかにした。
またベトナムの広域から台湾産の可能性の
あるネフライト製の遺物を発見し、さらに
は南部のトーチュー島の遺跡から Hoa Diem 遺
跡と同様のオーストロネシア語族関係の文化遺
物を発見し、古代の海洋ネットワーク交流の実
態がベトナムでもより広範囲であったことを明ら
かにした。印東は新石器文化集団のオセアニア
島嶼域への拡散の再検討と拡散戦略としての島
嶼間接触の実態について検討した。ミクロネシ
ア・ファイス島の発掘資料の分析から、初期移住
者は南方から家畜をもちこみ、西方からネズミと
土器などを持ち込むというパターンで一貫した
島嶼間の資源移動があった証拠を発見し、考古
学的証拠から復元された人間移動の実態は、言
語研究が示す人間の移動史とは異なり、複数の
島との継続的な接触を持っていたことを明らか
にした。 
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